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 災害時における下校体制について 

 

陽春の候 皆様におかれましてはますます御健勝のこととお喜び申し上げます。日頃より本校教

育活動に御理解と御協力をいただきまして誠にありがとうございます。 

さて，今年に入ってからも大きな地震が起こっています。仙台市では，震災の教訓を風化させな

いという思いも込めて，市をあげて地域防災の取組を推進しております。 

つきましては，本校でも児童の安全確保のため，災害時において，以下の下校体制を取らせてい

ただきます。保護者の皆様には趣旨を御理解の上，御協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

＜地震における対応＞ 

学校もしくは仙台市のどこかで震度５ 弱以下の場合 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

学校で震度５ 強の場合 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校で震度６ 以上の場合 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の様子や通学路の状況を判断して児童の下校を  

集団下校、学校待機、引き渡しのいずれかとする。 
学 校 

保護者 

どういう下校をさせるかを緊急メール（電話）で連絡する。 

停電の場合：学校掲示板等に連絡事項を貼り出す。 

児童の下校を 引き渡し とする。 

引き渡しをすることを緊急メール・電話で連絡する。 

停電の場合：連絡なし 

学 校 

保護者 

上記連絡により対応する。 

連絡がなくとも児童を引き取りに来る 

状況により対応する。通常下校の場合は連絡しない。 学 校 



下校途中，仙台市のどこかで震度５ 強～震度６ 以上の場合 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 地区別によって定めた以下の場所（判断ポイント）によって，児童自らで判断し，適切に行動し

ます。学校が設ける目安として，該当する場所から学校に近い距離にいる場合は学校に戻り，自宅

に近い場合は自宅に帰ることとします。緊急時，お子さんがどのような行動をとればよいのか，御

家庭で御確認をよろしくお願いいたします。 

【 宮千代方面 】・・・・「卓球センター」前の交差点 

【萩野町東部方面】・・・・学校から自宅までの距離が短いため，判断ポイントは設定しません。  

【萩野町西部方面】・・・・清水田公園前の交差点 

【 宮城野団地 】・・・・学校から自宅までの距離が短いため，判断ポイントは設定しません。 

【  京急方面  】・・・・学校から自宅までの距離が短いため，判断ポイントは設定しません。 

【  卸町方面  】・・・・「卸町コミュニティひろば ほるせ」前の交差点 

※ ポイントはあくまで目安です。ポイントに関わらず，御家庭での判断でお子さんの行動を決め

ていただいても構いません。御家庭の実態に合わせて御確認ください。 

 

＜不審者・火災等における対応のめやす＞ 

 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

下校そのものが危険と判

断される場合 

大人が付き添えば下校

できると判断される場

合 

近所の児童が複数で下

校できると判断される

場合 

下校時の危険は特にな

いと判断される場合 

事

例 

不審者 不審者情報あり。凶悪犯が

学区内に出没し，危険大。 

不審者情報あり。危害

を加える等の予告    

（学区近辺） 

不審者情報あり。危害

を加える等の予告                     

（市内） 

不審者情報あり。  

（市外） 

天災，火

災，事故

等 

通学路の危険大 通学路の一部が危険 通学路はほぼ安全な状

況。 

通学路・家が安全。 

対        

 

 

 

 

応 

児童の下

校 学校引き渡し 集団下校 

一斉下校 

（全校一斉／学年別） 

各学級で下校に関する

指導を受け，通常通り

下校 

職員の対

応 

 

 

 

学級ごとに学校で引き渡

し 

 

 

地区ごとに引率し，下

校を確認 

（引き渡しなし） 

 

学区内を巡視 

 

各学級で下校時の指導

を行い，学校待機 

保護者の

動き 

 

 

 

 

地区子供会の連絡網で情

報を伝達し，全家庭が対応

する。 

連絡できなかった家庭を

確実に把握し，学校へ報

告。 

 

 

対応できる保護者で各

自の地区をパトロール

する。 

 

  

 

 

対応できる保護者で各

自の地区をパトロール

する。 

 

 

 

 

 

Ｐ本部役員に連絡 

 

プリント等で情報を周知 

携帯メール 一斉配信 

学校ボランティア防犯巡視員に連絡 

 


